
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

農業をめぐる現状・将来予測 

 

高齢化に伴う農家の大量リタイア 

・この 10 年で農業就農人口は３万人 

 以上減少 

・農家の平均年齢は 65.2 歳まで上昇 

情 勢 認 識

農家所得の減少 

・農畜産物価格の低迷 

・資材価格の高止まりが農家経営を圧迫 

本県農業への期待の高まり 

原発事故以降の食の安心・安全志向の

高まり 

大規模農家・法人農家の増加 

・担い手農家の３割で JA 販売高の８割 

・本県農業法人数は 948 法人（全国第 2 位）

・10 年後は 3 人に 1 人が高齢者 

・過疎化に伴う集落機能維持困難な集落の増加

人口減少・高齢化の進展と地域社会の機能

低下 

・地域におけるＪＡファンの増加 

東日本大震災を契機に「助け合い」「絆」

などの価値観が再認識 

正組合員の世代交代と准組合員の増加 

地域・くらしをめぐる現状・将来予測 
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【本県の農業就農人口と平均年齢の推移】（農林業センサス） 

【本県の将来推計人口】（日本の市区町村別将来推計人口） 

【本県における農業産出額と農業所得の推移】（鹿児島県調べ）

国際協同組合年を契機に協同組合への

期待の高まり 

【国際協同組合年スローガン】 

協同組合がよりよい社会 

を築きます 
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